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林業就業者数 50歳以上の占める比率
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《１．民有林（地域森林計画対象民有林）面積の推移》 
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《２．大阪府の人工林蓄積量の推移》 

《３．大阪府の木材価格の推移》 

《４．林業就業者数の推移》 

《５．保有山林規模別林家数》 

《７．大阪府の林業予算額の推移》 

《８．大阪府の間伐実施面積の推移》 

《６．大阪府の素材消費量の推移》 

《９．ヒノキ間伐材 1m3あたりの搬出経費と削減の取組み》 

○大阪府における民有林面積は、昭和 55年に 56,794haであ

ったが、平成22年には55,129haとなり、平均すると年50ha

ずつ減少 

○人工林の蓄積は 5,086千ｍ３で、27年前の 1.6

倍、平均すると年 70千ｍ３ずつ増加 

○平成 21年の府内産ヒノキの価

格は、平成 9年の約１／３に 

低下 

○平成 21年の府内産スギの価格

は、平成９年の半分以下に低下 

○林業就業者数は、平成 12年から 17

年の 5年間で半減 

○新規雇用などの取組みが進んでいる

ものの、50歳以上の占める割合が高

止まり 

※平成 22年の調査結果は今年度中に

公表予定 

○保有規模別林家数は、平成 2年まで各階層とも増加傾向にあり、

所有の細分化が進んでいる 

○平成 12年から保有山林規模 1ha以上が調査対象となったた

め、単純な比較はできないが、1ha以上が減少傾向にあるのは、

1ha未満への細分化が進んでいるためではないかと推定される 

○素材消費量は、10年前の約

1/10、5年前の約１／３と大

幅に低下 

○輸入が原木から製品へとシフ

トしたこと、それに伴って製材

工場数が減少したことが原因

と考えられる 

○府の林業関係予算額は、年々

減少傾向 

○平成 21年度は、森林整備加

速化・林業再生事業等の実施

により増加 

○間伐面積は、年 800ha前後

で推移 

○平成 21～22年は森林整備

加速化・林業再生事業等の実

施により増加 

○間伐し、市場へ出荷する

までの一般的な経費は

約 15,000円／ｍ３で、

ヒノキ小丸太では採算

がとれない 

○機械化、集約化、直送に

より 8,000～9,000円

／m3程度まで軽減で

き、合板でも採算に合う

ことが見込める 
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